
          
 

                   

高
野
山
の
奥
で
雉
の
ケ
ン
・
ケ
ー
ン
と
い
う
二
声

の
甲
高
い
鳴
く
声
を
聞
い
た
。
今
は
亡
き
父
母
の

こ
と
が
し
き
り
に
恋
し
く
思
い
出
さ
れ
て
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。 

お 

三
十
度
に
近
い
日
も
あ
り
、
季
節
が
一
気
に
進
ん
だ
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
雨
が
多
か
っ
た
り
、
気
温
の
差
が
大
き
か
っ
た
り
し
て
、
体
調

を
崩
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
食
事

も
で
き
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
掃
除
・
洗
濯

な
ど
で
し
っ
か
り
身
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

緊
急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
出
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
感
染 

対
策
は
必
要
で
す
。
気
を
付
け
な
が
ら
お
過
ご 

し
く
だ
さ
い
。 

出
典
：
笈
の
小
文 

 

 

チ
チ
ハ
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シ
キ 

 
 
 
 
 
 
 

 

コ
ヒ 

 
 
 
 
 

キ
ジ 

 
 
 

 

コ
ヱ 

四
月
二
十
日
、
本
郷

ニ
コ
ニ
コ
会
で
は
、

四
月
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
と
し
て
、
二
年

ぶ
り
の
お
花
見
会
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

満
開
の
八
重
桜
を
前

に
、「
今
日
は
歩
い
て

来
ら
れ
て
、
み
ん
な

の
顔
を
見
て
お
し
ゃ

べ
り
出
来
て
良
か
っ

た
」
と
、
自
宅
で
楽
し

ん
で
い
る
趣
味
や
広

域
バ
ス
を
利
用
し
た 

 

コ
ウ
ヤ
サ
ン 

 
 

カ
ン
ダ
カ 

 
 

お
出
掛
け
な
ど
、
し
ば
ら

く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
間

の
お
互
い
の
話
に
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。
当
日
は

保
健
師
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

も
受
け
、
心
も
体
も
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

規則正しい生活で、毎日元気に！ 

※マスクは撮影時のみ外しています 

発
行 

南

山

城

村

社

会

福

祉

協

議

会 

京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
大
稲
葉
４ 

 
 

 
 

 

電
話
：
九
三―

一
二
〇
一
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
九
三―

一
二
一
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＜今月の脳トレ＞足踏みしながら、３の倍数で手を叩きましょう。足踏みは一定の速度で行うことがポイ

ントです。脳トレしながら、健康的な足を手に入れましょう。 
 

■
対

象

者…

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等

に
よ
り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の

た
め
の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯 

■
貸
付
上
限
額…

十
万
円
（
学
校
等
の
休
業
等
の
特
例
二
十
万
円
以
内
） 

■
据

置

期

間…

一
年
以
内 

 

■
償

還

期

限…

二
年
以
内 

■
貸

付

利

子…

無
利
子 

 
 

■
保

証

人…

不
要 

■
受

付

期

間…

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

■
問

合

せ…

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
九
三 

-

一
二
〇
一 

 

（
月
～
金
曜
日
） 

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

 

・
合
同
相
談 

五
月
二
十
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

五
月
二
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

社
協
専
門
員
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
） 

五
月
二
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

加
茂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
み
】
木
津
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
加
茂
支
所 

 

☎
〇
七
七
四-

七
六-

四
三
三
八 

  

けがや病気、コロナによる失業、家庭の事情等で、十分な食事を採れていない

方がいます。頂き物や買い過ぎてしまった物、食べきれずに置きっぱなしにな

っている食材はありませんか？それらを寄付することで、食品ロスを削減する

だけでなく、困りごとを抱えておられる方々を支えることにもつながります。

ご家庭のもったいないを「困った時はお互いさま」のあたたかい善意に変えて

みませんか。社会福祉協議会が架け橋となり、食品を必要とされている方々と

あなたの思いをつなぎます。 
 

寄付していただきたい物：お米、乾麺、インスタント食品、レトルト食品、 

缶詰、調味料、野菜など 

※未開封で、賞味期限が１ヶ月以上あるもの 

お 届 け 先：生活困窮者、高齢者サロン、配食ボランティア活動、 

福祉施設等 

募 集 期 間：（第１回目）令和４年６月３０日まで 

＜問い合わせ・申し込み先＞南山城村社会福祉協議会 

電話：93-1201 / ＦＡＸ：93-1211 

 

 

 


